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『第２回 吉井川旧九蟠港常夜灯復旧検討会』を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表日 令和7年１月2７日 

発表者 国土交通省 中国地方整備局 

岡山河川事務所 

国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所が実施している「九蟠地区」の高潮対策・

耐震対策工事において、「旧九蟠港常夜灯」の解体・保存を行っています。 

復旧にあたり昨年１２月に「第１回吉井川旧九蟠港常夜灯復旧検討会」を開催し、歴史

的価値の継承、維持管理費の軽減、安全対策の確認を図るため、委員の皆様よりご意

見を頂いたところです。 

第２回検討会では、そうしたご意見を踏まえた検討事項をご議論いただいて、復旧方

法を決定したいと考えております。 

 

日 時 ： 令和7年１月31日（金） １６：００～１７：３０ 

 

場 所 ： 百花プラザ２階ふれあいルーム（岡山市東区西大寺南1丁目2-3） 

      TEL（０８６） ９４４―８７１６ 

 

議 題 ： 【別紙1】のとおり 

 

そ の 他 ： 取材を希望される方は、【別紙２】取材申込書に必要事項を記載の上、 

お申し込み下さい。 

会議の都合上、撮影は冒頭挨拶までとさせて頂きます。 

問い合わせ先：国土交通省 中国地方整備局 岡山河川事務所   

副所長  柏原
か し は ら

 良彦
よ し ひ こ

     

（担当）  工務課長  水谷
み ず た に

 一
か ず

馬
ま

 

TEL  086-223-5101（代表） 

086-223-5184（工務課直通） 

URL  https://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/    

岡山河川事務所では、X(エックス)による情報発信を行っています。    

配布先：岡山県政記者クラブ、岡山市政記者クラブ 



【別紙１】 

 

第２回 吉井川旧九蟠港常夜灯復旧検討会 

 

日時：令和 7年 1月 31 日(金) 16:00～17:30 

場所：百花プラザ 2階ふれあいルーム 

 

 

議事次第 

 

１． 開会 

 

２． 議事 

1）本体・土台の復旧方法について 

2）説明看板について 

3）復旧までの工程について 

4）その他 

 

３． 閉会 

 



【別紙２】 
 

国土交通省 中国地方整備局 岡山河川事務所 工務課 阿部・縄稚 宛 

取材申込書 

取材申込書 
 

取材を希望される方は、必要事項をご記入の上、以下の送付先にメールでお申し込み下さい。 

（送付先：info-okakawa@cgr.mlit.go.jp） 

申込みは、 １月３０日（木）１２時までにお願いします。 

 

                          令和７年  月    日 

会社名及び部署名 

 

 

取材者の役職・氏名・連絡先（全員の役職・氏名を記載願います。） 

①  （代表者） 

 

②  

 

③  

 

（代表者の連絡先・携帯番号等） 

 

 

カメラ撮りの有・無 

 

 

   

 ＜連絡事項＞ 

 会場において、報道関係者席を用意しております。 

  取材にあたっては、係員の指示に従い、会議の妨げにならないようご協力をお願いいたします。 

  会議進行の都合上、報道等の撮影は冒頭挨拶までとさせて頂きます。 

 

 



吉井川旧九蟠港常夜灯復旧検討会 

規 約 
 

（名称）  

第１条 本会は、｢吉井川旧九蟠港常夜灯復旧検討会｣（以下｢検討会｣という。）

と称する｡  

 

（目的）  

第２条 検討会は、国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所（以下「岡山河

川事務所」という。）が実施している 「九蟠地区」の高潮対策・耐震対

策工事において、解体・保存を行っている「旧九蟠港常夜灯」の復旧

にあたり歴史的価値の継承、維持管理の軽減、安全対策の確認を図る

ため、専門知識を有する者、地域の状況に精通する者の助言を聴く場

として設置するものである。 

 

（組織等）  

第３条 検討会は、別紙に掲げる委員及びオブザーバーで構成する。  

２ 検討会には委員長を置くこととし、委員長は委員の互選によってこれ

を定める。  

３ 委員長は検討会を代表し、検討会の円滑な運営と進行を総括する。  

４ 委員長は検討会の秩序維持のために必要な措置を事務局に命ずること

ができる。  

５ 委員長に事故がある時は、検討会に属する委員のうちから委員長が予

め指名した委員がその職務を代理する。  

 

（検討会の招集）  

第４条 検討会は、委員長の要請を受け、事務局が招集するものとする。  

２ 検討会は、委員総数の過半数の出席をもって成立する。なお、インタ

ーネット等を利用した参加も出席とする。  

３ 検討会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聞くこと

ができる。  
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（事務局）  

第５条 検討会の事務局は、岡山河川事務所工務課に置く。  

２ 事務局は、検討会運営に係る庶務を処理する。  

３ 事務局は、第３条５項に基づく委員長の指示により、必要な措置を講

ずる。 

 

（規約の改正）  

第６条 本規約の改正は、委員総数の３分の２以上の同意を得て行うものとす

る。  

 

（雑則）  

第７条 この規約に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項につい

ては、検討会で定める。  

 

附則  この規約は令和６年１２月１７日から施行する。 
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（別紙） 

第２回 吉井川旧九蟠港常夜灯復旧検討会 

委員等名簿 

 

 

委員 

太田 利徳  舟入町内会長 

垣原 清次  国土交通省 中国地方整備局 岡山河川事務所長 

佐伯 徹   港町町内会長 

樋口 輝久  岡山大学 学術研究院 環境生命自然科学学域 准教授（委員長） 

森 健太郎  西大寺活性化協議会 理事長 

 

オブザーバー 

太田 真広  開成連合町内会長 

 

※敬称略 五十音順  
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